
《近世日本哲学史》

图书基本信息

书名：《近世日本哲学史》

13位ISBN编号：9784902854481

出版时间：2008-7-30

作者：麻生義輝

页数：320

版权说明：本站所提供下载的PDF图书仅提供预览和简介以及在线试读，请支持正版图书。

更多资源请访问：www.tushu000.com

Page 1



《近世日本哲学史》

内容概要

「本書は日本の啓蒙哲学の形成を学問的に取扱った殆ど唯一のモノグラフィーとして永く学界に銘
記さるべき労作である。」　――丸山眞男評
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作者简介
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《近世日本哲学史》

书籍目录

総　説
第一編　序　論
第一章　西洋哲学渡来前史
第二章　新大学（蕃書調所）の設立
第三章　学徒の海外渡航
第二編　幕末に於ける哲学研究
第一章　文久二年（一八六二年）の哲学講義
第二章　オランダ哲学の東漸
第三章　慶応年間に於ける哲学
一　江戸の諸学者の活動
二　京都に於ける哲学研究
三　諸外国との接触
第三編　明治維新直後の哲学研究
第一章　啓蒙思想の展開
一　維新思想と復古思想
二　四民平等思想の発生
三　英仏哲学の隆行
第二章　研究機関の整備拡張
一　諸学校の建設
二　旧大学（昌平黌）の復活と閉鎖
三　新大学（開成所）の復興と発展
第三章　哲学諸分野の研究
一　明治四年の哲学草案
二　御談話会の哲学史的意義
三　社会哲学研究の萌芽
第四編　啓蒙哲学の構成
第一章　学会の組織
一　洋学者の集団明六社
二　洋々社と旧雨社
第二章　哲学研究の諸成果
一　論理学の研究
二　論理学の実際的応用
三　心理学書の刊行（明治八年）
四　政治哲学の全盛
第五編　啓蒙学派の分化
第一章　啓蒙哲学の内部的革進
一　民権派哲学の擡頭
二　修身学の構成
第二章　新哲学派の登場
一　大学の進化論哲学
二　西南の役と哲学思想の転換
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精彩短评

1、毕竟丸山真男给专门写过书评的著作，思想史的串联起伏与细部的深入浅出都做得很好。
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